
ADOBE EXPERIENCE MANAGERの 
ハイブリッドアーキテクチャ

 
多様なチャネルに向けてコンテンツを制作し配信するために
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従来のwebブラウザーやモバイルアプリから、最新のウェアラブルテクノロジーや
バーチャルリアリティ、IoTデバイスに至るまで、人々がデジタルを介して世界とつ
ながる方法は増え続けています。こうしたテクノロジーの進歩により、マーケター
には、複数のチャネルで一貫性のある魅力的なエクスペリエンスを創出すること
が求められています。IT部門は、こうしたコネクテッドデバイスの環境に対応する
だけでなく、来るべき未来に備える必要があります。

次世代のCMS（コンテンツ管理システム）であるAdobe Experience Managerは、分離構
造型のアーキテクチャを採用しています。拡張性が高く、マーケターがあらゆるチャ
ネルで優れたエクスペリエンスを構築するための多彩な機能を提供しています。

Adobe Experience Managerのコンテンツ管理では、
「柔軟なエクスペリエンス」という概念を採用し
ています。これは、コンテンツとその管理を配信
チャネルから切り離ます。そのため、あらゆるチャ
ネルに向けて、迅速かつ容易にコンテンツを再利
用することができます。

Adobe Experience Managerのコンテンツ配信では、
プラットフォーム方式を採用しています。その上
に、Sites、Screens、Assets、Forms、コンテンツサー
ビスが位置付けられています。これにより、再利
用と拡張が容易な標準化されたコンテンツ配信
アーキテクチャが構築され、あらゆるチャネルを
ターゲットに設定することができます。

Adobe Experience Managerのチャネルに依存し
ないコンテンツ管理とコンテンツ配信フレーム
ワークを組み合わせることで、ひとつのチャネル
を対象にすることも、複数のチャネルに対応する
こともできるハイブリッドコンテンツ管理システム
（CMS）を実現しているのです。

このガイドでは、Adobe Experience Managerのハイ
ブリッドアーキテクチャと、その強力な制作およ
び配信機能を活用して、顧客の望むチャネルやデ
バイスに適切なコンテンツを配信する方法を解
説します。

概要
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ハイブリッドCMSを選択する理由

ほとんどのCMSは、従来型CMSかヘッドレスCMSのいずれかのカテゴリーに分類されます。ハ
イブリッドCMSでは、従来型CMSとヘッドレスCMSの概念を単一のアーキテクチャに統合し、
両方の利点を活かしつつ、欠点を軽減できます。

従来型CMSの利点：
• マーケターは、一貫性のあるメッ
セージとパーソナライズされたエ
クスペリエンスを提供可能

• マーケターは、実際に表示される
形で確認しながら、プレゼンテー
ションとレイアウトを更新可能

• 単一のアーキテクチャスタックと、
システム運用や学習の効率化によ
り、導入後の総所有コストを低減

従来型CMSの欠点：
• 制作対象が単一のチャネルに閉じ
ているため、コンテンツが分断し、
その解消には費用が必要

• 利用できるテクノロジーが制限さ
れるため、IT部門とフロントエンド
開発者の作業がはかどらず、チー
ム間の連携も困難

• 新興チャネルに対応するたびに新
システムを導入すると、それに伴っ
て複雑性と費用が増大

webブラウザー

制作者

HTML

フロントエンド

コンテンツ管理

従来型CMS

従来型CMSのアーキテクチャ
従来型CMSでは、単一のテクノロジース
タックでコンテンツを管理および配信する
ことにより、システムの運用や学習を効率
化し、総所有コストを最小化できます。あら
ゆるテンプレートとプレゼンテーションの
ロジックが制御され、完全な形式のHTML
が出力されます。一方で、従来型CMSは、単
一のチャネルに緊密に結び付いていること
が多く、マルチチャネルのコンテンツ配信
が困難で費用もかかる完結型ソフトウェア
アーキテクチャになっています。

図1. 従来型CMSのアーキテクチャ
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ヘッドレスCMSのアーキテクチャ
ヘッドレスという言葉は、フロントエンドのプレゼンテーション層がアプリケーションの「ヘッ
ド」になるという考え方に由来しています。ヘッドレスCMSでは、HTMLやフォーマット設定さ
れたコンテンツを直接配信するのではなく、コンテンツをプレゼンテーション層から切り離
し、任意のフロントエンドテクノロジーでコンテンツを使用できるようにしています。ヘッドレ
スCMSでは、明確に定義されたHTTP APIを介してコンテンツを配信します。

ヘッドレスCMSの利点：
• コンテンツを複数のチャネルに効
率よく展開し、あらゆる消費者に向
けてリーチを拡大可能

• IT部門は、最適なテクノロジーを
使用し、複数の開発案件をまたい
で作業可能

• 新興チャネルに対応

ヘッドレスCMSの欠点：
• セキュリティ、アクセス制御および
パーソナライゼーションが複雑化

• プレゼンテーション層の更新には
開発者による作業が必要なため、
市場投入が遅くなり、IT部門とマー
ケティングチーム間のやり取りが
増大

• IT部門が様々なシステムやアプリ
ケーションをを使い分けて開発し、
管理する必要があるので、総所有
コストが増大

モバイル
アプリ

シングル
ページアプリ
ケーション

IoT ソーシャル
メディア

制作者

JSON

HTTP API

コンテンツ
管理

ヘッドレス
CMS

図2. ヘッドレスCMSの一般的なアーキテクチャ
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Adobe Experience Manger：ハイブリッドCMS
Adobe Experience Managerでは、両方のCMSの利点を活かせるハイブリッド
手法が採用されており、従来型CMSの効率性および使いやすさと、ヘッドレ
ス開発フレームワークの柔軟性および拡張性を兼ね備えています。Adobe 
Experience Managerは、コンテンツやエクスペリエンスを保存してあらゆる
チャネルに提供したり、HTTP APIを介して、完全な形式のHTMLやJavaScript 
Object Notation（JSON）としてコンテンツを配信したりできる一元的なハブ
として機能します。Adobe Experience Managerでは、企業は従来型とヘッド
レスによるコンテンツ配信のどちらでも選択できるだけでなく、個々のビ
ジネスニーズに合わせて各種機能を組み合わせることもできます。
Adobe Experience Managerは、優れたエクスペリエンスの提供に役立つ
様々な機能を備えています。以下の機能を利用して、Adobe Experience 
Managerを従来型CMSのように活用しながら、チャネル中心のエクスペリ
エンスをエンドツーエンドで提供できます。
• Adobe Experience Manager Sitesは、エクスペリエンスとwebコンテンツ管理
（WCM）の分野を圧倒的にリードし、大企業および中規模企業のwebサ
イト設計、作成、管理、公開、最適化に役立つ

• Adobe Experience Manager Screensは、デジタルサイネージ向けの強力な
ツールで、マーケター自身により、ディスプレイをまたいだ動的コンテン
ツの設計、作成、スケジュール、配信、最適化を実現

• Adobe Experience Manager Formsは、デジタルフォームと顧客コミュニ
ケーションの機能を提供し、紙ベースで業務をおこなっている企業の変
革を支援 

Adobe Experience Managerでは、他にも多数のチャネルがあることが考慮
されており、次のように、APIエンドポイントを利用して様々な形式でコンテ
ンツを表示する機能を備えています。
• Content services：標準のJSONスキーマを使用し、HTTP APIを介してコン
テンツを配信。企業はコーディングをすることなく、あらゆるチャネルに
コンテンツを公開可能

• Slingモデルエクスポーター：では、カスタムのビジネスロジックを使用し
て、Adobe Experience ManagerのあらゆるコンテンツをJSON形式へと迅速
にレンダリング

モバイル
アプリ

シングル
ページアプリ
ケーション

IoT ソーシャル
メディア

制作者

JSON

HTTP API

コンテンツ管理

ハイブリッド
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web
ブラウザー

HTML
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図3. Adobe Experience Managerのハイブリッドアーキテクチャ
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Adobe Experience Managerの柔軟なエクスペリエンスを利用した、
マルチチャネルコンテンツの制作

Adobe Experience Managerのハイブリッドアーキテクチャで
は、柔軟なエクスペリエンスを実現します。企業は、コンテン
ツを一度制作するだけで、複数のチャネルに向けて配信で
きます。制作者は、一元的にコンテンツを作成および管理す
ることで、チャネルごとにエクスペリエンスを最適化する柔
軟性を維持しつつ、効率性とメッセージの一貫性を向上でき
ます。画像やテキストベースのスニペットでコンテンツを作成
したり、コンテンツの様々な要素を組み合わせて再利用可
能なエクスペリエンスを構築したりすることが可能です。

Adobe Experience Managerの以下の機能により、柔軟なエク
スペリエンスを実現できます。

• Adobe Experience Manager Assetsは、組織やパートナー、
チーム、チャネルをまたいで、画像や動画、ドキュメントへ
のシームレスなアクセスを提供。それにより、マーケターと
クリエイティブチームの連携による、魅力的なコンテンツ
の作成と配信が実現

• Content fragments：構造化されたデータ要素を含む、テキ
ストベースの編集コンテンツ。デザインやレイアウトの情
報を含まない

• Experience fragments：テキストや画像などの複数のコン
テンツ要素の組み合わせ。それ自体で成り立つエクスペリ
エンスを形成し、デザインやレイアウトの情報を含む

ターゲットを定めたキャンペ
ーンを効率的に作成するた
めに、顧客データを統合する
ことで得られる成果：

図4. Adobe Experience Managerでのコンテンツフラグメントの作成
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コンテンツフラグメント
コンテンツフラグメントは、デザインやプレゼンテーションに依存し
ないコンテンツのセットです。コンテンツフラグメントには、テキスト
や画像などの非構造化データ要素またはデータモデルにもとづく
構造化データ要素を含めることができます。非構造化コンテンツフ
ラグメントは、制作者がライティングに集中し、レイアウトやフォー
マットの管理をダウンストリームのチャネルに任せることができる
ので、記事などの長文のテキストに最適です。構造化コンテンツフ
ラグメントは、ビジネス用データに最適です。制作者は、テキスト要
約機能を利用して、ダウンストリームのチャネルに適したコンテンツ
のバリエーションを作成できます。Adobe Experience Manager Assets
は、コンテンツフラグメントを保存するため、バージョン管理や承認
ワークフロー、翻訳サービスを活用できます。

 

コンテンツフラグメントモデルでは、コンテンツフラグメントのデー
タスキーマを定義します。このモデルは次のフィールドで構成され
ます。
• 1行のテキスト 
• 複数行テキスト
• 番号
• ブール演算式
• 日時
• 列挙
• タグ
• コンテンツ参照

制作者は、ドラッグアンドドロップ方式のユーザーインターフェイス
を使用して、コーディング、データモデルの指定およびデータ入力
ルールの追加をおこなうことなく、コンテンツフラグメントモデルを
迅速かつ容易に作成できます。

ターゲットを定めたキャンペ
ーンを効率的に作成するた
めに、顧客データを統合する
ことで得られる成果：

図6. コンテンツフラグメントの作成画面図5. コンテンツフラグメントモデルの例  

コンテンツフラグメント
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John Doe

1999-04-01

生年月日

コンテンツ
フラグメントB

氏名
Gerald Smith

1979-02-05

生年月日
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単一のコンテンツフラグメントをもとに、モ
デルに即したバリエーションをひとつ以上
作成し、そのバリエーションを様々なチャネ
ルで利用できます。

コンテンツフラグメントは、次のようなコン
テンツに対して使用します。

• チャネルに依存しない
• 単一の構造に即している
• 特定のレイアウトやデザインが不要
• 表示するチャネルやエクスペリエンスと
直接的に結び付いていない

コンテンツフラグメントは、次のような
HTML配信に使用します。

• Adobe Experience Manager Sitesのペー
ジ：そのページに含まれるコンテンツを、
webページでの表示に適したスタイルの
HTMLに変換

• エクスペリエンスフラグメント：そのエク
スペリエンスに含まれるコンテンツを、
ソーシャル投稿に適したスタイルのHTML
に変換。詳しくは、エクスペリエンスフラグ
メントの項を参照してください 

コンテンツフラグメントの配信の仕組み

• Adobe Experience Manager Sitesまたは
Screensとのネイティブ連携を活かし、コ
ンテンツフラグメントとフォーマットおよ
びテンプレートを統合して完全な形式の
HTMLとして配信

• Adobe Experience Managerのコンテンツ
サービスを使用した、JSON形式でのコン
テンツ配信 

コンテンツフラグメントの重要 
事項：
• 分類、メタデータ、ワークフロー、
バージョン管理、検索、セキュリ
ティ、共同作業、コンテンツインテ
リジェンスなど、Adobe Experience 
Manager Assetsの機能を利用可能 

• Adobe Experience Manager Assets
で地域別に整理されていれば、
Adobe Experience Managerのローカ
ライズ機能を利用可能

• 定義したデータモデルに準拠し、
データの一貫性を確保。時間の経
過によってデータモデルが変更さ
れると、そのデータモデルを使用す
るあらゆるコンテンツフラグメント
に反映

• 記事などの長文の編集テキストに
対応（テキストが記事のデータモデ
ルの要素となっている場合）

• コンテンツフラグメントのプレゼン
テーションを管理するチャネルに
コンテンツを提供（コンテンツフラ
グメントには直接アクセスしない）

• 場合によっては、コンテンツフラグ
メントモデルは他のコンテンツとの
関連付けを設定可能（例えば、コン
テンツフラグメントが、画像や別の
コンテンツフラグメントを参照する
ように設定可能。ただし、パスベー
スで参照するため、参照先のコンテ
ンツが移動すると参照不可）

図7. ユースケース固有のバリエーション
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エクスペリエンスフラグメント 
エクスペリエンスフラグメントは、ひとつ以上のコンテンツとデザイ
ンおよびレイアウトの組み合わせです。例えば、バナー画像、テキス
トおよびCTAボタンで構成されるプロモーション用エクスペリエン
スなどです。エクスペリエンスフラグメントを利用すると、マーケター

はエクスペリエンスを一元管理し、メッセージの一貫性を維持しな
がら、コンテクストに即したコンテンツを各チャネルに配信できま
す。エクスペリエンスフラグメントでは独立したエクスペリエンスを
定義しますが、webページやソーシャルフィード、モバイルアプリ、IoT
デバイスなど、様々なチャネルに合わせて表示が最適化されます。

ターゲットを定めたキャンペ
ーンを効率的に作成するた
めに、顧客データを統合する
ことで得られる成果：

図8. 様々なチャネルに表示されたエクスペリエンスフラグメントの例  
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チャネルまたは
コンテクスト
固有のバリエーション
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コンテンツフラグメントと同様、エクスペ
リエンスフラグメントはひとつ以上のバリ
エーションで構成され、それぞれのバリ
エーションが別々のコンテクストやチャネ
ルに対応します。これにより、中核となるエ
クスペリエンスのプレゼンテーションが、対
象のチャネルやオーディエンスに合わせて
最適化されます。

制作者は、あらゆるチャネルに対応できる
定義済みのエクスペリエンスフラグメント
テンプレートを使用して、バリエーション
を作成します。テンプレートは、複数のエク
スペリエンスフラグメントおよびエクスペ
リエンスフラグメントの複数バージョンを
またいで再利用できます。そのため、チャ
ネル固有のコンテンツの作成と公開を迅
速化できます。ほとんどのエクスペリエン
スフラグメントのバリエーションは、ブラウ
ザーでの表示を想定したwebベースです。
Adobe Experience Managerでは、Facebookと
Pinterestへのソーシャル投稿用のバリエー
ションを標準で提供しています。

エクスペリエンスフラグメントは、次のよう
なエクスペリエンスに対して使用します。

• 単独で成立している
• 複数のチャネルで表示が異なる
• レイアウトやデザインを含む

エクスペリエンスフラグメントの主なユー
スケースは次のとおりです。

• クロスプロモーションをおこなうために、
サードパーティーのwebサイトと連携する
web製品プロモーション

• ブランドのwebサイト、モバイルアプリ、
ソーシャルメディアフィードでキャンペー
ンをまたいで連動するキャンペーン

• 標準搭載のAdobe Tagetにより、チャネル
ごとやオーディエンスごとに用意したエ
クスペリエンスフラグメントをすばやく再
利用し、A/Bテストやオーディエンスター
ゲティングを通じてエクスペリエンスを最
適化

エクスペリエンスフラグメントの配信の仕
組み

• 標準装備のサーバーサイドコンポーネ
ントをAdobe Experience Manager Sitesや
Screensなどに組み込み、HTML形式で配信

• HT TPエンドポイントを介してバリエー
ションをサードパーティのアプリケーショ
ンに埋め込み、HTMLとして統合

• 各ソーシャルメディア用APIを介して、バリ
エーションをソーシャルメディアチャネル
に投稿

• バリエーションをAdobe Targetに送信し、
Adobe Experience Manager Sitesやサード
パーティのwebサイトに動的に挿入

エクスペリエンスフラグメントの
重要事項：
• Adobe Experience Managerのペー
ジとして保存され、様々なエクスペ
リエンスを集約可能

• Adobe Experience Managerのテンプ
レートおよびコンポーネントをも
とに構築されており、制作者の設
定作業が容易

• インテリジェントなコンテンツ同期
を実現するライブコピー機能を使
用して、バリエーション間でのコン
テンツの再利用に役立つ

• ビルドブロックを使用して、複数の
バリエーション間や他のエクスペ
リエンスフラグメント間でのコンテ
ンツの再利用に役立つ

• エクスペリエンスをコンテクスト
を確認しながら構築できるので、
制作者はエクスペリエンスが他の
チャネルでどのように表示される
のかを視認可能

• プレゼンテーション要素も含まれて
いるので、サードパーティーとHTML
スニペットを介した連携が可能

• FacebookおよびPinterestプラット
フォーム用のソーシャルメディアテン
プレートを設定不要で使用可能（他
のソーシャルメディアプラットフォー
ムにはカスタムコードが必要）
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コンテンツフラグメントとエクスペリエンスフラグメントの比較

 コンテンツフラグメント エクスペリエンスフラグメント

定義 構造化されたデータモデルにもとづく、デザインに依
存しないコンテンツ

デザインとレイアウトが適用されたひとつ以上のコンテン
ツにより構成

主な特徴 チャネルに依存しない エクスペリエンス固有

コンテンツフラグメントモデルにもとづく構造化データ Adobe Experience Managerのコンポーネントで構成される
非構造化データ

プリミティブ型データ（テキスト、数値、日時、ブール演
算式、コンテンツ参照など）として保存される生データ
のセット

ひとつ以上の異なるデータを含むデザイン、レイアウト、
動作で構成される様々なエクスペリエンス

バリエーション ユースケース固有 チャネルやコンテクスト固有

プリミティブ型データ（テキスト、数値、日時、ブール演
算式、コンテンツ参照など）として保存される生データ
のセット

ひとつ以上の異なるデータを含むデザイン、レイアウト、
動作で構成される様々なエクスペリエンス

技術的な実装 Adobe E xper ience Managerデジタルアセット管理
（DAM）：アセットのJCRノードタイプ

Adobe Experience Manager：ページのJCRノードタイプ
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Adobe Experience Managerによる、マルチチャネルへのコンテンツ配信

あらゆるチャネルに対応するためには、CMSは管理しているコンテ
ンツを複数の形式でスケーラブルに配信する必要があります。web
コンテンツ公開用の標準形式には、HTMLとJSONの2つがあります。
長年にわたり、HTMLがwebブラウザーの言語として使用されていま
すが、JSONは最新のコネクテッドアプリケーションに役立つ軽量な
配信形式です。

Adobe Experience Managerでは、テンプレート、ページおよびコン
ポーネントを使用してコンテンツを構成し、HTMLとJSONの両方を
介して配信します。コンポーネントは、同一チャネル内または複数の
チャネルをまたいで、コンテンツフラグメント、エクスペリエンスフラ
グメント、アセットなどのコンテンツ抽出機能を参照および再利用
できます。以降の項では、Adobe Experience ManagerがHTMLおよび
JSONを介してどのようにコンテンツを配信するのかを詳しく説明し
ます。

図10. Adobe Experience ManagerでのJSON出力 

図9. Adobe Experience ManagerでのHTMLの配信  
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Adobe Experience Manager Sites、Screens、Formsにお
けるHTML配信
Adobe Experience Managerは、従来型のweb CMSとして、Sites、Screens
およびFormsでHTMLを配信できます。テンプレートでは、レイアウト、
コンテンツおよび設定を定義し、CSS、JavaScript、フォントなどのア
セットを追加したり、サポートしたりします。webページで使用する
場合、テンプレートによって、制作者がページ上で使用できるコン
ポーネントも指定できます。コンテクストを確認できるWYSIWYGな
編集機能により、制作者はコンテンツのレイアウトやフォーマットを
詳細にコントロールできます。コンポーネントはHTMLでレンダリン
グされ、制作者はAdobe Experience Managerのコンテンツを設定、集
約または参照したり、新しいコンテンツをインラインで作成したりで
きます。

WCMコンポーネント
Adobe Experience Managerでは、企業はコンポーネントを使用するこ
とで、複数のページやチャネルをまたいでコンテンツを再利用し、ラ
ンタイム時にHTMLとしてレンダリングできます。この構造により、複
数のチャネルでの一貫性が高まり、コンテンツの更新を一元的にお
こなえます。その一方で、制作者が特定のページのコンポーネント
を変更できる柔軟性もあります。例えば、制作者はDAMシステムに
保存されている画像コンポーネントを参照してwebページに追加
し、そのページ固有のプロパティを変更できます。

Adobe Experience Managerには、パンくずリスト、リスト、ナビゲーショ
ン、テキスト、画像などのコアコンポーネントが用意されています。
これらにより、webサイトを迅速に構築できます。新しいプロジェクト
では、最初のベースとしてコアコンポーネントを使用することをお
勧めします。開発者はコアコンポーネントの機能を拡張したり、新
たな機能を追加したりして、ビジネスの要件に合わせたカスタムコ
ンポーネントを作成できます。

制作者はコンポーネントをドラッグアンドドロップで操作し、web
ページ上の他のコンポーネントと結合できます。ページ上のコン
ポーネントは、コンポーネントのインスタンスであり、そのコンポー
ネントを参照するsling:resourceTypeプロパティを含みます。
また、コンポーネントのインスタンスに関連付けられたプロパティ
をダイアログボックスで修正できるので、複数のページやチャネル
をまたいでコンポーネントを再利用できます。HTMLテンプレート言
語（HTL）は、コンポーネントのプロパティを動的に読み取ってHTML
をレンダリングします。通常は、ひとつ以上のHTLスクリプトがコン
ポーネントに関連付けられます。HTLスクリプトでは、Slingモデルを
使用して複雑なビジネスロジックを処理するのが一般的です。

 

図11. ひとつ以上のHTLスクリプトがWCMコンポーネントを参照し、コンテンツを
HTMLとして動的にレンダリング

コンポーネントのインスタンス

コンポーネント

タイトルモデル

コンテンツのパス：
/content/page/mypage/.../title

アプリケーションのパス：
/apps/my-app/content/title

OSGiバンドル
Slingモデル

HTML
HTLスクリプト

String getTitle()
<h1>
  ${titleModel.title}
</h1>

jcr:title:
jcr:created:
ownerid:
cling:resourceType:

My Title Component
2018-04-01
USER1002
my-app/content/title



15アドビガイド | Adobe Experience Managerのハイブリッドアーキテクチャ

コンテンツフラグメントとエクスペリエンスフラグメントの
コンポーネント
Adobe Experience Managerでは、コンテンツフラグメントとエクスペリ
エンスフラグメントの両方に、同じコンポーネント構造と柔軟性を
適用します。制作者は、特定のページのコンテンツフラグメントまた
はエクスペリエンスフラグメントのバリエーションを参照し、そのコ
ンテンツをHTMLとしてレンダリングできます。また、コンテンツフラ
グメントまたはエクスペリエンスフラグメントを使用して、別のフラ
グメントバリエーションを参照するようにコンポーネントを変更でき
ます。さらに、ページ上のフラグメントのレイアウトと位置を変更す
ることも可能です。フラグメントのコンテンツは、コンポーネントを
介して参照した場合、読み取り専用になります。そのため、制作者が
フラグメントのコンテンツを直接作成および更新することで、コンテ
ンツの一貫性が高まり、再利用しやすくなります。

HTML向けコンテンツフラグメントコンポーネントの重要事項： 

• GitHubで利用できるAdobe Experience Managerのコアコンポーネン
トのサブセットである

 –コンテンツフラグメントのレンダリングには、単一テキスト要素と
複数要素の2種類がある 

 –単一テキスト要素では、記事の本文など、ひとつのコンテンツフ
ラグメントの複数行テキストをレンダリング。この場合、段落間に
ドロップゾーンが自動生成されるので、制作者は他のメディアを
コンテンツの本文に挿入可能

• 複数要素では、コンテンツフラグメントモデルから取得したフィー
ルドラベルなど、コンテンツフラグメントの各データ要素をレンダ
リング。これは一般的に、Adobe Experience Managerのコンテンツ
サービスと併用

• コンテンツフラグメントのテキストのコピーをページ上でコンポー
ネントの下に「スタッシュ（stash）」することで、キーワードの検索
クエリによってページを検索可能。コンテンツがコンテンツフラグ
メントを使用してDAMシステムで管理されている場合でも同様。
バックグラウンドプロセスにより、制作者のコンテンツフラグメント
の更新に合わせて、参照も更新 

• コンテンツフラグメントAPIを使用して拡張可能

HTML向けエクスペリエンスフラグメントコンポーネントの重要事項

• webベースのバリエーションのみに対応 

• ページ上のエクスペリエンスフラグメントのマークアップのみを参
照およびレンダリング。制作者がコンテクスト内で確認できるよう
にするには、開発者がターゲットページテンプレートにエクスペリ
エンスフラグメントのwebテンプレートで使用される任意のCSSま
たはJavaScriptを含める必要がある 

• 検索インデックスには未対応 

図12. コンテンツフラグメントコンポーネントが「My Content Fragment」という
名前のコンテンツフラグメントのマスターバリエーションを参照。マスターバリ
エーションのコンテンツは、HTTPリクエストをもとに、拡張子がhtmlのHTMLと
してページ上にレンダリング

コンテンツ
フラグメントコンポーネント
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/content/page/mypage/.../contentfragment

コンテンツのパス：
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HTML
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基盤テクノロジー：Apache Sling HTTP webフレームワーク
Adobe Experience Managerは、Apache Slingを基盤としています。
Apache Slingは、HTTPリクエストを管理してコンテンツを配信す
るRESTful webアプリケーションフレームワークです。これにより、
ページ、エクスペリエンスフラグメント、コンポーネントなど、Adobe 
Experience ManagerのコンテンツがHTMLに変換されます。Slingリ
ソース解決によって、複数のコンポーネントとそれに対応するスクリ
プトをつなぎ合わせ、完全な形式のHTMLページが提供されます。

Apache Slingでは、様々な形式でコンテンツを公開できますが、ア
ドビでは、HTML（および対応するアセット、JavaScript、CSS）とバイ
ナリ（画像、ドキュメント、動画）の配信のみに使用することを推奨
しています。一方、JSONフォーマットについては、Adobe Experience 
Managerで、より堅牢かつ拡張性の高いツールを提供しています。次
の項をご覧ください。

Adobe Experience Managerのコンテンツサービスを
使用した、JSON形式でのコンテンツ配信
Adobe Experience Managerのコンテンツサービスは、標準のJSON形
式でコンテンツを公開するコード不要のフレームワークです。企業
はコンテンツサービスを利用することで、Adobe Experience Manager
の従来のチャネルとは別に専用のHTTPエンドポイントを作成でき
ます。JSONエクスポーターを利用してコンテンツをシリアル化し、コ
ンテンツフラグメントなどのAdobe Experience Managerのコンテン
ツをJSON形式で自動公開できます。これにより、Adobe Experience 
Managerのコンテンツを再利用しやすくなります。同時に、JSON HTTP
エンドポイントとアプリケーションのその他の部分が分離され、フロ
ントエンド開発者がコードの編集に一貫性のあるAPIを使用できる
ようになります。

Adobe Experience Managerのコンテンツサービスは、Apache Slingモ
デルのエクスポーターを基盤にしており、インターフェイスを実装す
るコンポーネント用に独自のJSONスキーマを提供します。コンテン
ツサービスでもAdobe Experience Managerのテンプレート、ページお
よびコンポーネントを使用しますが、HTMLではなくJSON形式で出
力します。

• テンプレートは、ページ上に配置する必要があるコンポーネント
と制作者が追加できるコンポーネントを指定し、ダウンストリーム
のユーザー向けに最上位レベルのJSONのスキーマと構成を定義 

• ページは、JSONを配信するHTTP APIエンドポイントを定義。開発者
は、ひとつ以上のページを使用してHTTP APIを定義可能。各ペー
ジは、JSONデータの論理的なセットを配信するHTTPエンドポイン
トとして機能 

• コンポーネントは、制作者が公開するデータを選択および設定す
るデータの単位。制作者は、HTMLのユースケースと同様に、Adobe 
Experience Managerの他のコンテンツを集約および参照するように
コンポーネントを設定可能 図13. HTMLコンテンツ配信時のApache SlingとAdobe Experience Managerの 

関係性

Adobe Experience Managerスタック

Oak - Javaコンテンツリポジトリー

コンテンツ

en

mypage

/content/en/mypage.htmlHTTP
リクエスト

Sling - webアプリケーションフレームワーク

OSGi - アプリケーションフレームワーク

HTML
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コンテンツフラグメントコンポーネントを使用した、JSON形
式での出力 
Adobe Experience Managerのコンテンツサービスには、コンテンツフ
ラグメントとその基盤となるコンテンツフラグメントモデルの両方
を公開できるという便利な機能があります。企業は、HTMLでコンテ
ンツフラグメントをレンダリングし、JSON形式で公開することもでき
ます。コンテンツフラグメントのコンテンツおよびデータ要素（ラベ
ル、データタイプ）はJSON形式で公開されるので、ダウンストリーム
のアプリケーションで、コンテンツの最適なレンダリング方法を的
確に判断できます。

Adobe Experience Managerのコンテンツサービスのエンドポイン
トは、model . jsonセレクターおよび拡張機能を使用して、Adobe 
Experience Managerのコンテンツサービスのエンドポイントのペー
ジをリクエストします。ページに追加されたあらゆるコンポーネン
トは、生成されたJSONに含まれます。HTTPリクエストとJSON応答の
コードの例については、付録Aを参照してください。

コンテンツフラグメントコンポーネントを使用するケース：

• HTMLおよびJSONチャネルをまたいでコンテンツを再利用
• 開発者がAdobe Experience Manager環境の外でAPIの管理が必要
• APIの迅速な定義とデプロイが必要
• Adobe Experience Managerのコンテンツサービスのエンドポイント
では、言語のコピー機能とマルチサイトのマネージャー機能を利
用できるため、APIを介したローカリゼーションおよび翻訳が可能

JSON向けコンテンツフラグメントコンポーネントの重要事項：

• GitHubで利用できるAdobe Experience Managerのコアコンポーネン
トのサブセットである

• コンテンツサービスの一部として、コンテンツをJSON形式で自動
的に公開

• マーケターがAdobe Experience Managerでページを追加および更
新可能。これらのページは、コンテンツサービスによってAPIエンド
ポイントとして公開

• ページテンプレートの厳格な管理が必要。固定のコンポーネント
と柔軟なコンポーネントを明確に区別するページ構造のため、
マーケターの作業時にAPIエンドポイントに問題が生じるような変
更を加えることは不可能

• カスタムコードを使用しない場合、動的なビジネスロジックを追
加する機能が制限される

カスタムコンポーネントの構築

開発者は、ComponentExporterインターフェイスを実装することでカス
タムコンポーネントを作成し、Adobe Experience Managerのコンテン
ツサービスとの互換性を持たせることができます。詳しくは、付録Bの
コードの例を参照してください。図14. コンテンツサービスは、コンテンツフラグメントとその基盤となるコンテ

ンツフラグメントモデルの両方を公開
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基盤テクノロジー：Apache Slingモデルエクスポーター
Adobe Experience Managerのコンテンツサービスの基盤テクノロ
ジーは、Apache Slingモデルエクスポーターです。Sling HTTP webイン
ターフェイスをもとに構築され、SlingモデルJavaオブジェクトをJSON
形式にシリアル化するメカニズムを提供します。Slingモデルは、注釈
付きのPOJOとしてJavaで開発され、コンテンツまたはデータの論理
的なセットを表します。Slingモデルエクスポーターのフレームワーク
は、Slingモデルの拡張機能であり、FasterXML Jacksonライブラリを使
用して、JSONへのSlingモデルオブジェクトの自動シリアル化を容易
にします。

Slingモデルエクスポーターは、コンテンツのsling:resourceType
とセレクターを使用してコンテンツにバインドされます。そのため、開
発者は個別のJSON表現をAdobe Experience Managerの様々なコンテ
ンツに付加できます。コンテンツリソースに対するHTTPリクエストで
は、JSON形式のコンテンツを収集します。コンテンツリソースには、一
致するsling:resourceTypeが設定されており、カスタムのセレクターと拡
張機能が用意されています。

HTTP GET /path/to/content.<selector>.json（例：HTTP GET /content/
site/en/products.details.json）

Apache Slingモデルエクスポーターは次のようなケースで使用します。

• Adobe Experience Managerのコンテンツを公開するために、カスタ
ムのJSONスキーマ（コンテンツサービスとは異なる）が必要

• コンテンツサービスとの互換性がない既存のAdobe Experience 
Managerコンテンツ（コンテンツフラグメントを使用していないコン
テンツや、Slingモデルを使用していないSitesコンポーネントなど）
を公開

• 複雑なビジネスロジックのJSON出力への動的な挿入を要する

Apache Slingモデルエクスポーターの重要事項：

• カスタム開発の管理が必要
• Adobe Experience Managerのコンテンツサービスとの競合を避け
るため、.model以外のセレクターの使用が必要

図15. Slingモデルエクスポーターの注釈をSlingモデルに追加すると、コンテンツの 
コンポーネントのデータセレクターをもとに、シリアル化されたJSONが返される

コンテンツのコンポーネント

JSONコンポーネント

ProductDataModel

コンテンツのパス：
/content/widgets/my-widget

アプリケーションのパス：
/apps/my-app/data/product

OSGiバンドル
Slingモデル

HTTP GET/
content/widgets/

my-widget.data.json
String getTitle()

String getOwner()
int getAgeInDays()

Slingモデルエクスポーター
resourceType = my-app/data/product

selector = data

jcr:title:
cq:createdAt:
ownerId:
sling:resourceType:

My Product
2018-04-01
USER1002
my-app/data/product
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Adobe Experience Manager SitesのSPAエディターを使
用した、シングルページアプリケーションの有効化
webエクスペリエンスのパフォーマンスと応答性の重要度が高ま
るにつれ、シングルページアプルケーション（SPA）が広く利用され
るようになっています。開発者は、ReactやAngularなどの一般的な
JavaScriptフレームワークを使用して、こうしたエクスペリエンスを
迅速に構築できますが、これまでは、分離型または「ヘッドレス」の
CMSを使用するケースがほとんどでした。しかしこの手法では、マー
ケターや制作者がプレゼンテーションやレイアウトを設定できませ
ん。プレゼンテーションを変更するたびに開発担当者のサポートが
必要になるので、市場投入までの期間が長くなり、総所有コストも
増大します。

Adobe Experience Manager Sitesを使用すれば、開発者が使い慣れた
フレームワークや開発ツールを使用しつつ、これらの問題を解決で
きます。SPAエディターには、WYSIWYGユーザーインターフェイスが
採用されています。これにより、マーケターや制作者は従来のweb
ページと同じように、コンテクスト内でコンテンツ、レイアウトおよび
プレゼンテーションに変更を加えることができます。変更および更
新された内容は、即座にSPAに反映されます。

SPAエディターの重要事項：

• Adobe Experience Manager Sitesでの使用を想定
• Adobe Experience Manager SitesのJSONコンテンツを使用するコン
テンツサービスが基盤

• SDKを介した、ReactおよびAngularとの統合をサポート
• 開発者は、使い慣れたフロントエンドテクノロジーを使用して、SPA
を開発可能

• マーケターは、使い慣れたAdobe Experience Managerのオーサリン
グツールを使用して、SPAを編集可能

Adobe Experience Managerにおける、HTML配信と
JSON配信の主な相違点 

HTML配信 JSON配信
機能 Sites、Screens、Forms コンテンツサービス

基盤 
テクノロジー

Sling HTTP webフレーム
ワーク

Slingモデルエクスポー
ター

テンプレート webページの構造と外
観を定義するレスポン
シブレイアウト

JSONスキーマの定義

ページ テンプレートやコン
ポーネントにもとづ
き、Adobe Experience 
Managerのwebサイトを
形成する従来のページ

テンプレートやコン
ポーネントを含むJSON
スキーマ定義に即した
HTTP API JSONエンドポ
イント

コンポー 
ネント

ページ上のコンテンツ
を収集および表示する
モジュール

コンテンツを収集し、
標準JSON形式に変換
するモジュール

参照される
コンテンツ

コンテンツフラグメン
ト、エクスペリエンスフ
ラグメント、アセット

コンテンツフラグメン
ト、アセット
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マルチチャネルへのコンテンツ配信のベストプラクティス

あらゆるオーディエンスやチャネルにコンテンツを配信できるCMSの実装には、多大な労力が必要に思えるか
もしれません。次のヒントが、その成功に役立ちます。

» 小規模に始め、機敏に対応。段階的な手法でコンテンツ管理戦略を策定し、大規模なプロジェクトに導入
する前に成果を測定して、状況に合わせて改良を加えます。「ローマは一日にしてならず」です。

» 将来のチャネルに備える。将来を予測するのではなく、可能な限りの柔軟性と拡張性を確保しておきます。
» コンテンツの質は制作者次第のため、制作環境を重視。無数のデバイスにコンテンツを公開するための技
術面の戦略について考える際、コンテンツ制作者のことを忘れてしまいがちです。制作者と協力して、優れ
た制作環境を構築する方法を把握しましょう。

» メッセージの一貫性を確保。クロスチャネルマーケティングでは、統一感と一貫性のあるメッセージを発信
することが求められます。コンテンツの統合やマルチチャネル配信への取り組みを、組織全体の足並みを揃
えてコンテンツ制作を一元化する機会にしましょう。

» 画一的な手法では対応が困難。複数のチャネルに様々なエクスペリエンスを提供するためには、様々なコ
ンテンツ制作手法が必要です。多様な手法を採り入れるためには、個々のユースケースごとに適切な選択
肢を使用することが重要になります。様々な選択肢を考慮しましょう。
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付録A：HTTPリクエストおよびJSON応答のコード例

HTTP GET /content/api/articles.model.json

{

    :type: "my-app/components/structure/api-page"

    title: "Data API",

    lastModifiedDate: 1467202845038,

    templateName: "api-page",

    language: "en-US",

    :items: {

        root: {

            :items: {

                contentfragment: {

                    :type: "my-app/components/content/
content-fragment",

                    title: "My Article",

                    model: "my-app/models/article",

                    elements: {

                        title: {

                            value: "My Article",

                            dataType: "string",

                            title: "Article Title"

                        },

                        body: {

                            value: "... the article 
text...",

                            dataType: "string",

                            title: "Article Text"

                   },

                   ... other Content Fragment fields ...

                    }

                },

                ...Other components that expose content 
to this API ...

            },

            :itemsOrder: [

                "title",

                "body"

            }

        }

    },

    :itemsOrder: [

        "root",

    }    

}
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付録B：カスタムコンポーネント開発のコード例 

import com.adobe.cq.export.json.ComponentExporter;

 

@SlingModel(

    adaptables = SlingHttpServletRequest.class,

    adapters = { MyComponent.class, ComponentExporter.class }

）

@Exporter(

    name = ExporterConstants.SLING_MODEL_EXPORTER_NAME, 

    extensions = ExporterConstants.SLING_MODEL_EXTENSION

）

@JsonSerialize(as = MyComponent.class)

public class MyComponentImpl implements ComponentExporter {

 

    String getHelloWorld() {

        return "Hello World";

    }

 

    @Override

    String    getExportedType() {

        return "my-app/components/content/my-component;

    }

}
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